ニホンゴ キョウイク ジッシュウ ノ アタラシイ プログラム カイハツ ト ジッセン オ メザシテ : キルギス キョウワコク デ ジッシ シタ キョウイク ジッシュウ ノ カダイ ト テンボウ by 西條 結人 et al.
「日本語教育実習」の新しいプログラム開発と実践を目指して
-キルギス共和国で実施した教育実習の課題と展望-
Practice Teaching Japanese as Foreign Language
－ Objective and further prospect of pedagogical practice in the Kyrgyz Republic －
西條結人＊，ジュヌシャリエワ・アセーリ＊，ダウレトバエワ・ジャミリャー＊，
メデルベコワ・チョルポン＊，知念美和＊＊，吉川巧也＊＊，幾田伸司＊＊＊
Yuto SAIJO＊，Asel DZHUNUSHALIEVA＊，Zhamilia DAULETBAEVA＊，
































＊Department of Japanese Philology, Faculty of Oriental Studies and International Relations,
Bishkek Humanities University Named After K. Karasaev.
＊＊ Japanese Language Education Course, Graduate school of Education （Master Course）,
Naruto University of Education
＊＊＊School of Humanities and Social Sciences Education, Naruto University of Education
研究ノート
要約


































































































































　　　　　ビシケク市立第 69 番学校（6 年生，7 年生）
●期間：2016 年 3 月 12 日から 3 月 31 日
●指導体制：実習指導は，教授（日本語日本文学科長：


































































































二段階で行った．TT は，第 1 週目後半に学部 2 年生
と 3 年生の「日本語」クラス，ビシケク市立第 69 番
学校日本語クラブで計 3 回実施し，第 2 週目後半以降








































































































































































トを書き，実習生に返却した．また，4 月 25 日に鳴
門教育大学で教育実習報告会を開催し，教育実習の成
果や課題を実習生自身が報告した．報告会には，鳴門
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れ，学生や地域の人々と活発な交流を行えるように配
慮した．実習生は，ロシア語・キルギス語（現地語）
が流暢ではない，もしくはゼロレベルであるが，「阿
波踊り」や「書道」といった文化体験を通じてコミュ
ニケーションを行い，キルギスの人々と一緒に体験を
もつことができた．また，在外公館広報事業や学外行
事への参加により，実習先の大学生だけではなく，児
童生徒やその保護者，初等中等学校の学校関係者など，
日本語教育関係以外の様々な人と草の根レベルで交流
することができたことも，収穫としてあげられる．
　さらに，実習後にビシケク人文大学の教員からは，
「教育実習生との交流によって学生の日本語学習や異
文化理解に対する興味が深まり，これまでの日本人観
やステレオタイプを脱するきっかけになった」「学生
は教育実習生が自分と年齢が近く，同世代として親近
感を抱いたようだ．学生と教師の中間的な位置付けの
教育実習生に親しみを感じていた」「教員にとっても，
教育実習生による授業実践，授業準備の姿勢は刺激に
なった．日々の授業改善，教材研究の重要性を再認識
した」等の意見が挙げられた．
　以上より，本教育実習プログラムは教育実習生だけ
ではなく，実習先大学の教員・学生にとっても自身の
日本観，日本語観，日本語教育観を相対化する機会と
なった，有意義なプログラムであったと言える．単な
る教育実習に留まらない人的交流を多く取り入れたこ
とで，国際理解の視野を広げる「人材育成」の機会と
できたことも成果の一つである．なお，事前の交流や
実習生の要望調査などを踏まえてプログラム作成を
行ったことで，実習生と受け入れ先の大学にとって無
理のない計画が実現できたことも付言しておきたい．
８．２．今後の課題
　本研究では，教育実習プログラムの開発と実践を通
じて，キルギスにおける教育実習プログラムを考察し
た．今後は，教員，実習生，学生の意見を抽出し，教
育実習プログラムの教育的効果を検証する必要がある．
また，高﨑他（2016）は，「日本語教育研修（教育実
習含む）」「異文化体験・異文化学習」「地域交流・国
際交流」という 3 つの観点に基づき，インドネシアの
大学でのインターンシップを分析している．その結果，
「インターンシップは，インターン学生の教育や経験
のためだけではなく，受け入れ大学の学生にも日本語
学習，異文化交流，異文化理解等の観点から，利益を
供与することが期待されている」と述べている．本実
習でもそのような成果を挙げることができたが，実習
生への教育効果とともに，受け入れ大学の学生・教員
にとって実習がどのような効果を持つかをさらに詳細
に検討し，実習生・実習生派遣大学と実習先大学の両
面から考察する必要があると思われる．さらには，実
習先大学だけではなく，在外公館や現地の日本語教師
会等の日本語教育関係機関と連携し，日本語教員養成
のための専門的なプログラムを開発することが重要で
ある．今回の実習の成果を契機として，より実効性の
ある実習プログラムの開発を目指したい．
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